
国際医療福祉大学大学院
作業療法学分野のご紹介

修士課程2年（取得学位：修士（保健医療学））
博士課程3年（取得学位：博士（保健医療学））

＜連絡先＞ 分野責任者 谷口敬道           

Email: taniguchi@iuhw.ac.jp

Tel: 0476-20-7701（呼出）



⚫ 日常の問いや疑問を、研究可能な疑問にし、系統的な探索を通じ
て解決するための「論理的問題解決技術」

⚫ 先行文献を系統的に検索し、必要な文献を見つけ、内容を批判的
に正しく理解するための「文献検索・読解技術」

⚫ 量的データを、統計解析ソフトウェア（SPSSやR等）を使用し、正し
く処理し分析するための「量的データ処理技術」

⚫ 質的データを、コーディングやソフトウェア（NvivoやSCAT等）に
よって、正しく処理し分析するための「質的データ処理技術」

⚫ 成果を論理的かつ魅力的に報告するための「プレゼンテーション
技術」

進学することで身に付けられるリテラシー



大学院生の入学目的と作業療法学分野の教育方針

○ 学位の取得！

○ 臨床の能力！

○ 問題の解決！

○ 研究の遂行！

○ 講義の聴講！

○ 学修の機会！

○ 教員の指導！

興味のある活動
（＝研究・議論）を通して

人間として正しく判断する力を
身につけた専門職の育成

各自の臨床力・指導力の向上

各自の探求心 真理の追求

論理的思考 科学性 思想と哲学

国際医療福祉大学
学部教育、大学院教育のポリシー



作業療法学分野の教育目標

作
業
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法
士

自ら学ぶ力を
育て、作業療
法の基本的な
知識と技能を
修得する

卒前教育

博
士
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博士課程

専門領域の
知識・技術をよ
り深める

修
士
（
保
健
医
療
学
）

修士課程

多くの保健医
療福祉専門職
における作業
療法・作業療
法士の役割・
位置を俯瞰で
きる能力を培う

作業療法学の基礎から応用実践に至る
各側面についての研究法の教授と実践

2022年度
211校220課程

2022年度
51校51課程



授業科目
区分

最低単位数
備考

必修 選択

共通科目 2単位

12単位
以上

研究倫理特論（2単位・必修）

専門科目 16単位

作業療法の動向（2単位・選択）

講義［修士］Ⅰ・Ⅱ
演習［修士］Ⅰ・Ⅱ
研究指導［修士］Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
計16単位（各2単位・必修）

合計 30単位以上

【修士課程】修了要件と履修方法

○ 履修方法

30単位以上修得し、必要な研究指導を受け、修士の学位論文の
審査及び最終試験に合格しなければならない。

○ 修了要件



授業科目
区分

最低単位数
備考

必修 選択

共通科目 2単位

-

研究倫理特論（2単位・必修）

専門科目 10単位

講義［博士］
演習［博士］
研究指導［博士］Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
計10単位（各2単位・必修）

合計 12単位以上

【博士課程】修了要件と履修方法

○ 履修方法

12単位以上修得し、必要な研究指導を受け、博士の学位論文の
審査及び最終試験に合格しなければならない。

○ 修了要件
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1年次

前期 後期

◆大学研究院報告会

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2年次

前期 後期

◆大学院研究報告会 論文審査

【修士課程】年間予定

■分野研究進捗報告会■ ■ ■

■分野研究進捗報告会■ ■ ■



4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

3年次

前期 後期

論文審査

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1/2年次

前期 後期

◆大学院報研究告会

【博士課程】年間予定

■分野研究進捗報告会■ ■ ■

■分野研究進捗報告会■ ■ ■



選択科目（必修）の講義・演習・研究指導

講義 「研究倫理特論（e-learning）（1年前期）」の履修

「講義Ⅰ（1年前期）」の履修
「講義Ⅱ（1年後期）」の履修

演習 分野研究進捗報告会への出席（年4回）

研究指導 指導教員等からの研究指導（随時）

【修士課程】

【博士課程】
講義 「研究倫理特論（e-learning）（1年前期）」の履修

「講義（1年前期）」の履修

演習 「演習（1年後期）」の履修

分野研究進捗報告会への出席（年4回）

研究指導 指導教員等からの研究指導（随時）



研究指導

各自の研究進捗に合わせて、対面・オンライン、個別・集
団での研究指導を随時実施し、論文作成



（参考）修士課程院生（作業活動支援学領域）の履修

1年次 前期
集中講義 研究倫理特論【必2】
月 6時限 支援学講義Ⅰ【必2】
水 6-7時限 分析学講義Ⅰ【選2】
e-learning 選択科目【選2】
進捗報告会 出席
研究指導 支援学研究指導Ⅰ【必2】

1年次 後期
月 6時限 支援学講義Ⅱ【必2】

7時限 作業療法の動向【選2】
水 6-7時限 分析学講義Ⅱ【選2】
e-learning 選択科目【選2】
進捗報告会 支援学演習Ⅰ【必2】

分析学演習Ⅰ【選2】
研究指導 支援学研究指導Ⅱ【必2】

進捗報告会 05/20、09/09、10/21、01/20土

2年次 前期
月 6時限 （支援学）
水 6-7時限 （分析学）
進捗報告会 支援学演習Ⅱ【必2】

分析学演習Ⅱ【選2】
研究指導 支援学研究指導Ⅲ【必2】

2年次 後期
月 6時限 （支援学）

7時限 （作業療法の動向）
水 6-7時限 （分析学）
進捗報告会 出席
研究指導 支援学研究指導Ⅳ【必2】

計 【必修18単位】 【選択14単位】



（参考）博士課程院生（作業活動支援学領域）の履修

1年次 前期
集中講義 研究倫理特論【必2】
月 6時限 支援学講義【必2】
水 6-7時限 分析学講義【選2】
進捗報告会 出席
研究指導 随時

1年次 後期
月 6時限 支援学演習【必2】

7時限 （作業療法の動向）
水 6-7時限 分析学演習【選2】
進捗報告会 出席
研究指導 随時

2年次 前期
月 6時限 （支援学）
水 6-7時限 （分析学）
進捗報告会 出席
研究指導 支援学研究指導Ⅰ【必2】

2年次 後期
月 6時限 （支援学）

7時限 （作業療法の動向）
水 6-7時限 （分析学）
進捗報告会 出席
研究指導 支援学研究指導Ⅱ【必2】

3年次 前期
月 6時限 （支援学）
水 6-7時限 （分析学）
進捗報告会 出席
研究指導 支援学研究指導Ⅲ【必2】

3年次 後期
月 6時限 （支援学）

7時限 （作業療法の動向）
水 6-7時限 （分析学）
進捗報告会 出席
研究指導 随時



国際医療福祉大学大学院作業療法学分野の特徴 ①

◎ お二人の作業療法士が基盤を作った！

杉原素子先生
（1999年度～2022年度）

鎌倉矩子先生
（2001年度～2007年度）



国際医療福祉大学大学院作業療法学分野の特徴 ②

◎ 勤務をしながらの学位取得が可能！

時限 時間帯

1時限 9:00～10:30

2時限 10:40～12:10

3時限 13:00～14:30

4時限 14:40～16:10

5時限 16:20～17:50

6時限 18:00～19:30

7時限 19:45～21:15

必修科目：6-7時限開講

eラーニングシステムを用いている
講義（選択科目）では、自宅や職
場などで、授業時限以外にイン
ターネットを利用し講義受講、修了
に必要な単位取得可！

〈授業時限での講義〉

〈eラーニングシステムでの講義〉

必修科目の講義は、コロナウィル
ス感染症の影響で授業時限にオン
ラインで行っています。院生は自宅
や職場などから講義受講可能！

〈オンラインでの講義〉



臨床医学研究センター
本学附属病院

院生職場
地域住民

基礎医学研究センター
本学学生・院生

基礎研究
（動物・学生を対象）

臨床研究
（患者・住民を対象）

国際医療福祉大学大学院作業療法学分野の特徴 ③

◎ 基礎から臨床まで研究環境の充実！

量的研究
（実験・調査・シングルケース）

質的研究
（事例・フィールドワーク・文献）

これまでの学位論文のテーマについては、「学位論文一覧」をご確認ください。

脳機能測定（EEG、fNIRS）
視線測定、筋電図、
動作解析、重心動揺、等

アンケート、
インタビュー、等



【2023年度作業療法学分野研究進捗報告会】

日程： 5月20日（土）
       9月9日（土）
       11月5日（土）
          １月21日（土）

参加：院生・教員
内容：研究進捗報告・討議

聴講可能です！
聴講を希望される方は、下記まで連絡をください。

分野責任者：谷口敬道（taniguchi@iuhw.ac.jp）

国際医療福祉大学大学院作業療法学分野の特徴 ④

◎ 院生・教員が一堂に会する機会！



国際医療福祉大学大学院作業療法学分野の特徴 ⑤

◎ 大きく２つの領域で展開！

【作業活動支援学領域】
作業活動を提供する意味を考察し、作業療法の原理を探
ります。また、作業活動適用に関する対象・種類・動機等に
ついて考察します。
○月曜6時限（18時00分～19時30分）

【作業活動分析学領域】
人の日常生活や社会生活の基盤となる作業活動とその
遂行を科学的に捉える方法を通し、作業療法の実践に寄
与する研究を行います。
○水曜曜6-7時限（18時00分～21時00分）



国際医療福祉大学大学院作業療法学分野の特徴 ⑥

◎ 臨床１年目から多くの院生が在籍！

領域 M1 M2 D1 D2 D3

作業活動支援学領域 2 2 1 0 1

作業活動分析学領域 8 5 0 0 5

・臨床経験1年目から幅広い年代の作業療法士の在籍
・保健医療福祉施設に所属する臨床家の在籍
・養成校に所属する教員の在籍
・留学生の在籍

M1/2：修士課程1/2年生、D1/2/3：博士課程1/2/3年生



国際医療福祉大学大学院作業療法学分野の特徴 ⑦

◎ 多くの研究指導教員が所属！

【作業活動支援学領域】
◎ 小賀野操 （大田原） 修士3名指導中
◎ 北島栄二 （小田原）
◎ 河野眞 （小田原） 博士2名指導中
◎ 藤本幹 （大田原）
【作業活動分析学領域】
◎ 後藤純信 （福岡・大川） 修士1名、博士2名指導中
◎ 谷口敬道 （成田） 修士10名、博士1名指導中
◎ 日田勝子 （大川） 修士1名、博士2名指導中

上記は主な指導教授となります。
各教員の詳細はホームページをご確認ください。
必要に応じて分野内外の専門知識をもった、教員から指導を受けることが可能。



国際医療福祉大学大学院作業療法学分野の特徴 ⑧

◎ 多種多様な科目を受講できる！
【研究・教育の方法】
・修士・博士課程のための研究法入門
・症例に基づく病理学
・アンケート調査・インタビュー調査、フィールドワーク入門
・統計学
・質的研究法概論・各論
・英語論文執筆演習
・教育学概論
※養成校の教員になるための要件を満たした科目

【人間・集団】
・精神神経障害学
・高次脳機能障害学
・疫学概論

【保健・医療・福祉】
・精神保健・社会精神医学論
・災害医療論
・がん医療総論・各論
・生活支援機器概論

【医療・福祉の経営と管理】
・医療経済学概論
・医療管理学概論
・医療福祉連携論

【情報】
・医療情報システム概論
・医療福祉面接記録法

【特別講座】
・医療福祉アントレプレナーシップ論
・保健医療福祉研究のための日本語基礎

等

共通科目の一部となります。
上記以外に他分野の科目もあります。



国際医療福祉大学大学院作業療法学分野の特徴 ⑨

◎ 研究成果が作業療法学の発展に貢献！



国際医療福祉大学大学院作業療法学分野の特徴 ⑩

◎ 幅広い分野での研究成果が得られる！

第44回日本神経科学大会, 2021 Journal of Biophotonics, 2022



■進学理由
博士課程には修士課程で新たに生まれた疑問を解決したいと考え
て進学しました。また、博士課程で求められる新規性、つまり研究とし
て世界で明らかになっていない部分を自身が証明することに挑戦す
るつもりで進みました。

■本学の魅力・大学院進学を検討中の方へ
本学の魅力は、様々な分野の作業療法士が集い、院生として自ら
が興味のある分野や事象について探求することを作業療法学分野の
先生方だけではなく、他分野の先生方も励行し、惜しみなく指導してく
れる点であると思います。そのような環境の中で、先生や院生間で議
論をし、自分の臨床、研究、論文に向き合い、自分の生活にも向き合
い、研究だけではなく物事を俯瞰した見方をできるようになる機会が
得られることも大きな魅力だと思います。

博士課程修了生（臨床15年目入学）からのメッセージ



■進学理由
他大学院の修士課程において、精神保健福祉領域のピアサポート
に関する研究に取り組みました。その研究によって新たな課題が明ら
かになり、博士課程に進学し、研究を継続したいと強く思っていました。
学生としての最後は母校でという気持ちがあり、ご縁を頂けることに
なりました。研究をするにあたり、幅広い見識を備えた先生方の存在
や、働きながら通学しやすい環境も決め手でした。

■本学の魅力・大学院進学を検討中の方へ
大学院を目指す皆様の中には、仕事やご家庭を持たれている方々
が少なくないのではないでしょうか。本学は夜間の授業が主体であり、
オンライン環境も整備されています。また、自宅のパソコンからの講
義受講も可能であり、文献検索もお手元のスマートフォンやパソコン
から行えます。そして、共に学ぶ院生の数も多く、互いに研鑽し合え
る環境が魅力です。

博士課程修了生（臨床12年目入学）からのメッセージ



■進学理由
当時、大学病院での臨床3年目であり、経験を積む中で持った疑問
や主観的な印象を、研究という形にして検証する方法を学びたかった
です。職場が大学関連施設ということもあり、上司の理解もあったた
め、挑戦したみたいと思い、進学しました。

■本学の魅力・大学院進学を検討中の方へ
働きながら大学院に通う上で指導教員の理解がありました。指導日
をこちら側に合わせてくれることや、業務を優先させてくれること、オ
ンラインを使用して研究の進捗状況の報告を業務後の遅い時間等に
も設定してくれること等、多くの先生方が院生の都合に合わせて指導
をして頂けました。そのため、業務を優先しながらも大学院での勉学
を継続することができます。

修士課程修了生（臨床3年目入学）からのメッセージ



■進学理由
関連施設への入職がきっかけであり、多くの職場の先輩も大学院
に進学していることで、新社会人として病院勤務しながらも大学院に
通うことに対しての周囲の理解が得られる状況であったことが一番の
理由になります。また、自分のキャリアアップのためを考えていました。
大学院での学びは将来、作業療法士としての知識や考えがより一層
深まると思ったからです。

■本学の魅力・大学院進学を検討中の方へ
本学の魅力は、病院勤務をしながらも大学院に進学でき、両立させ
ながら研究も実施できるところだと思います。大学院での研究はとて
も取り組み難いイメージがあるかと思いますが、自分の興味のあるこ
とや疑問に思うことなど身近に感じることから研究を進めていくため、
その分野での知識が自然と身に付きます。自分の知りたいことが深
められる良い機会であって、研究の面白さを感じることができます。

修士課程修了生（臨床1年目入学）からのメッセージ
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